
 

 

 
 

 

 

 

 

大学英語教育学会 九州・沖縄支部 

第 33 回支部研究大会 

 

The 33rd Annual Conference of 

JACET Kyushu-Okinawa Chapter 
 

大会テーマ:  AI 時代における新たなライティング指導と評価の視点 

Theme: New Perspectives on the Instruction and Assessment of  

Writing in the AI Age 

 

 

      九州・沖縄支部長                原 隆幸 (鹿児島大学)   

      大会実行委員長       麻生 雄治 (大分大学) 

 

 

日時: 2023年 10 月 14日 (土)  9:15 – 17：00 

会場: 大分大学旦野原キャンパス 教育学部棟（〒870-1192 大分市旦
だん

野原
の は る

700番地） 

主催: 大学英語教育学会 (JACET) 九州・沖縄支部 
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プログラム (Program) 

 
 

9:00–    受付 (Registration 教育学部棟 2F  200 号教室前)  

 

 

9:15-9:30 

   開会式 (Opening Ceremony 教育学部棟 2F  200 号教室) 

            

 総合司会：  柏木 哲也 (JACET 九州・沖縄副支部長 北九州市立大学) 

  開会挨拶：  原 隆幸 (JACET九州・沖縄支部長 鹿児島大学) 

  会場校挨拶： 麻生 雄治 (大分大学) 

 

 

9:40–10:10   招待講演 (Invited Lecture 200 号教室) (E)  

           司会：土屋 麻衣子 (福岡工業大学) 

演題：Lexical and Syntactic Features of Underachieving EFL University Students’ English    

            Composition 

講演者：Young Gyo Cho (Kyungnam University) 

 
 

10:15–11:20   研究発表 I (Presentations I 200, 201, 303, 304 号教室) 

◆ 20 min. Presentation & 10 min. Q&A (20 分発表、10分質疑応答) 

◆ (E) for English Presentation; (J) for Japanese Presentation [(E) 英語、(J) 日本語] 

 

第 1 室 (Room 1) [200 号教室]            司会：大下 晴美 (大分大学) 

 
1. 10:15–10:45 (E) Exploring Teacher Feedback and Students’ Responses in EFL Writing at a 

Korean University Setting 

Younghwa Lee (Sun Moon University)  

 

2. 10:50–11:20 (E) Examining Japanese Undergraduates’ Speaking Self-Efficacy Through Language  

Training Programs Abroad 

Nagisa Miyauchi (Miyazaki Municipal University) 

 

第 2 室 (Room 2) [201 号教室]                 司会：川北 直子 (宮崎県立看護大学) 

 
1. 10:15–10:45 (J) 学生に寄り添ったオンライン授業設計の試み：英語カレッジソングを題

材に                                                   

林 智昭 (名桜大学) 
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2. 10:50–11:20 (J) 学習者オートノミー促進のためのバーチャルエクスチェンジの実践 

石貫 文子 (熊本学園大学) 

 

第 3 室(Room 3) [303 号教室]                                    司会： 岡本 清美（大阪大学） 

 

1. 10:15–10:45 (J)  国連報告書に基づく SDGs語彙リストの作成：トピックモデルを応用 

          したデータ検証 

筒井  英一郎・木山  直毅・植田  正暢・柏木  哲也 (北九州市立大学) 

 

2. 10:50–11:20 (J) タイの学生との遠隔国際交流における日本人学生の英語に関する気づき                                                                                                                    

渡辺 彰子 (立命館大学) 

 

 

第 4 室 (Room 4) [304 号教室]    司会：清水 毅 (別府溝部学園短期大学) 

 

1. 10:15–10:45 (J)   ハード・ア・スターボードの日本語訳をめぐって ―映画「タイタニッ  

                                ク」の字幕は本当に誤訳だったのか―         

                            小笠原 真司 (長崎大学) 

 

11:30–12:30            基調講演 (Keynote Speech  200 号教室)  (J) 
  

                                   司会：麻生 雄治 (大分大学) 

 

 演題：PDCA サイクルで進める英語ライティング指導：クリティカル思考の促進 

 

講演者：中谷 安男（法政大学） / Yasuo Nakatani (Hosei University) 

 

 

9:40–16:00            展示見学 (Display  204 号教室)   

 

 

12:30–13:20          昼食 (Lunch Break)   

 

 

13:20–13:50          支部総会 (Business Meeting  200 号教室) 
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13:55–15:00                    研究発表 II (Presentations II  200, 201, 303 号教室)   

◆ 20 min. Presentation & 10 min. Q&A (20 分発表、10分質疑応答) 

◆ (E) for English Presentation; (J) for Japanese Presentation [(E) 英語、(J) 日本語] 

 

 

第 1 室 (Room 1)  [200 号教室]           司会: 志水 俊広 (九州大学) 

1. 13:55–14:25 (E)  Self-Regulated Learning Prompts in an Online EFL Classroom: A Qualitative 

                                Inquiry 

                    John Andras Molnar (Kinjo Gakuin University) 

 

2. 14:30–15:00 (E)  EFL Undergraduates’ Classroom Interactions on the Instructor’s Target Words  

                                 and Their Pre- and Post-Test Performances of the Words 

                                                    Satomi Fujii (Juntendo University) 

 

第 2 室 (Room 2)  [201 号教室]           司会: 筒井 英一郎 (北九州市立大学) 

 
1. 13:55–14:25 (J) 技能統合型評価法をつかった L2学習者の能力評価についての考察 

 上田 倫史 (駒澤大学) 

大矢 政徳 (明治大学) 

 

2. 14:30–15:00 (J) CALLの授業の枠組をいかした発音個別指導から見えたもの  

竹田 里香 (立命館大学) 

 

 

第 3 室(Room 3) [303 号教室]                 司会：石井 和仁 (福岡大学) 

 

1. 13:55–14:25 (J)  Machine Translation は本当に学生に学びをもたらすのだろうか？―大学英 

 語教育への機械翻訳導入の試み― 

山下 美朋 (立命館大学) 

 

2. 14:30–15:00 (J)  大学英語教師のオンライン教材使用・開発に関する研究：テクノロジへの 

                   抵抗に注目して  

             井田 浩之 (城西大学） 

松岡 弥生子 (University of the People) 
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15:10–16:50             大会シンポジウム (Symposium  2F  200 号教室)  (J) 

 

   Theme：New Perspectives on the Instruction and Assessment of Writing in the AI Age 

  テーマ：AI時代における新たなライティング指導と評価の視点 

コーディネータ・パネリスト： 柏木 哲也（北九州市立大学）    

     パネリスト： 福永 淳（九州工業大学） 

           パネリスト： 筒井 英一郎（北九州市立大学） 

              ディスカッサント： 中谷 安男（法政大学） 

 

 

16:50–17:00           閉会式 (Closing Ceremony 2F 200 号教室)  

 

 

18:30–20:30     意見交換会 
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協賛企業（アルファベット順） 

 

アバックス有限会社 

朝日出版社 

教育測定研究所(CASEC) 

チエル 

ETS Japan 

金星堂 

エル インターフェース 

ミドリ印刷 

南雲堂 

ピアソン・ジャパン 

三修社 

成美堂 

 

上記の企業より、本大会への展示または広告による協賛をいただきました。

ありがとうございました。 
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a_大分大学旦野原キャンパス（Oita University Dannoharu Campus Map） 

 

 
 

 

a_教育学部棟（Faculty of Education Building）詳細図 (Layout)  

 

 

会場 (Conference Venue） 

教育学部棟 2, 3 階 

大分大学前駅 

協賛展示 

 



 

 

お知らせ・お願い (To Participants) 

 

1. 受付: 教育学部棟 2階 200号教室前にて行います。 

2. 参加費: JACET会員、協賛企業関係者は無料です。非会員の方は、受付で資料代として

1,000円 (学生は学生証提示の上、500円) を申し受けます。 

3. 展示会場: 教育学部棟 2階 204号教室にてご覧いただけます。 

4. 荷物預かり: 荷物預かりサービス等はございませんので、各自で管理をお願いします。 

5. コンビニエンスストア: 駅前・キャンパス内にありますのでご利用下さい。 

6. 昼食：当日は大学内の学食が営業（11:30～13:30）しております。 

7. お問い合わせ: 大会当日のお問い合わせは、受付コーナーのスタッフにお尋ねくださ

い。 

8. できるかぎり、公共機関をご利用ください。 

9. 駐車場（無料）は十分ありますが、入口（守衛所）で入構証の手続きが必要です。 

 

発表者の方へ （To Presenters） 

 

1. 発表時間： 30分 (発表 20分＋質疑応答 10分) です。 

時間の延長、発表順序の変更はいたしません。 

2. 機器動作確認： 機器の動作確認等については、各発表教室にて発表者ご自身で行って

下さい。原則として午前中は受付後から研究発表 I開始前までの時間帯、午後は昼食休

憩時間から総会までの時間帯にお願いします。 

3. 当日コピーサービスは利用できません。配布資料等はあらかじめご準備ください。 

 

大分大学 旦野原キャンパスへのアクセス (Access) 

 

JR 豊肥本線  

「大分駅」→「大分大学前駅」下車、徒歩約 10 分 

 

大分バス  

「大分駅前 3番のりば」「大分駅前 4 番のりば」もしくは「中央通りトキハ前 1番のりば」 

 ・「大南団地・高江ニュータウン」，「大分大学」行き－（40 分）－「大分大学正門」 

  または「大分大学（構内）」下車 

 ・「戸次」「臼杵」「佐伯」行き－（40分）－「大分大学入口」下車、徒歩約 10 分 

 

 

お問い合わせ (Inquiry) 

 

大学英語教育学会 九州・沖縄支部事務局 

〒830-8555 福岡県久留米市小森野 1-1-1久留米工業高等専門学校 

德永 美紀 教員室内 

e-mail: miki-tokunaga@kurume-nct.ac.jp 


